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昭和62年度秋田県内におけるインフルエンザ

の流行について
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I はじめに

昭和62年度に県内で流行したインフルエンザはA香港

型とB型であったが，本報では，①感染枯サーベイラン

ス梢報における患者発生状況，②集団かぜ凋査と微生物

定点観測調直におけるウイルス学的及びJill消学的検酉成

糾，③B型分離株の抗原分析成結について概略報岩する．

II 材料と方法

A ウイルス分離及び同定

拓団かぜ罹患者31名及び定点蜆測でインフルエンザと

診断された患者80名から採取した咽頭拭い液をMDCK

細胞と一部10日令ふ化氾卵に接種して，インフルエンザ

ウイルスの分離 1)を行なった．分離株のI口l定には日本イ

ンフルエンザセンター（国立予防衛生研究所）から分り

されたA／山形／120/86(I—I,N,) 株， A パlil l沿l/C29

/85 (H心）株， B/長崎／1/87株， B/長崎／3/8

7株の抗lflliけを川いてI-II試験で行なった．

B.被検患者血清とHI試験

上記集団かぜ患者30名から採取したペアl(II泊について，

H本インフルエンザセンターから分与されたl泣じ4株と

B／秋田／3/88株を用いてHl試験を行なった．

C 分離B型インフルエンザウイルスの抗原分析 分

離されたB型インフルエンザウイルスについての抗原分

析は次の如く行なった．即ち，抗原としてMDCK細胞

で分離継代したB／秋田／22/88株，ふ化鶏卵て継代し

たB／秋田／3/88株， に記B／長崎／1/87株， B/長

崎／3/87株，並びに，抗lill消として，上記分与B型抗

血泊2柚類とふ化競卵3代継代株で免疫して褐た抗B/

秋田／3/88ニワトリ血消をそれぞれ）l］いて，交差III試

験を行なって分析した．
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m 成績と考察

A 患者発生状況

今年痩の秋田県における感染症サーベイランスでのイ

ンフルエンザ様疾患患者発生総数は2,760名で，昨年度2)

の3,760名や一昨年度3)の4,910名より少なかった．また

今年痩の集団かぜは， 2月17Rに県中央部の河辺町岩見

三内小学校で初発後，県南部の中仙町猥岡小学校，県北

部の比内町扇田小学校，中仙町消水小学校，仙南村金沢

幼稚園の計五施設で発生したがII乍年度 (15施設）より少

なかった．

感染症サーベイランスにおけるインフルエンザ様疾患

患者発牛状況は図 1の如くであった．即ち62作L1月～63

年 1月までは10~30数名であったが， 2月第一辿から急

増し， 4月下旬まで続いた．そして終息したのは 5月に

入ってからであったが，流行が4月卜旬までずれこんた

のが今年痩の特徴であった．一方，集団かぜの初発は2

月中旬であったが，その後発生報告のあった集団かぜは

2月下旬と 3月上旬の僅か4施設のみであった．しかし，

63年度の 4月に入ってからも集団かぜ(1施設）が発牛

した・

B ウイルス学的及び血清学的検査成紬

矩l卦かぜの発生した 3施設から31検体のウイルス分離

材料（咽頭拭い液）と30組のペア血消を採取し， ウイル

ス学的及びJill泊学的検査を実施した結果を表1に示した．

MDCK細胞による分離は3施設，ふ化鴎卵を用いた分

離は2施設について実施したが，表1の如く，岩見三内

小学校の罹患児党のみが分離I湯性であった.fillち，ふ化

鶏卵で3株及びMDCK細胞で4株のウイルスが分離さ

れ，いずれもB型インフルエンザウイルスと同定された．

他の 2施設からは分離されなかった．また 3施設から

採取したペア血消についてHI試験を行なった結果，表

1の如く，岩見＝ー内小学校では， B/長崎／1/87に対
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表1 集団かぜの検杏成績
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図l． 憾染症サーベイランスにおける

インフルエンザ様疾患患者発生状況

泊 、チ99’・ 的 検 査 成 績

施 設 名
被 平 ウイルス分離成績

検 均 H I 

患 病 A／福岡／ A／山形／ B／長崎／ B／長崎／ B／秋田／ ふ化鶏卵 MDCK  

（検体採取月日）
者 日 C29/85 120/86 
数 急／l可 (I-I心） (]1,Nl) 1 /87 3/87 3/88 (Egg) 細 胞

岩見三内小学校 103-― .6 0 * * * 

゜
7 3 

-14 0 (40) 
3 4 

(63.2.17) 9,6 
-10 (O) -10 (O) :-:: 10 (70) -10 (30) -10 (30) ;-;; 10 (40) 

豊岡小学校 10 3-.4 6 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜(63. 2.27) 17.4 
-10 (60) -10 (O) -10 (O) -10 (O) :--:: 10 (0) -10 (O) -10 (O) 

扇田小学校 2 5 .:-_ ゚ (0) ゜ ゜ -゚(O) ゜(63 3. 2) 
1 1 -10 (50) 1-0 (O) -10 (O) N. D -;--;-11 (0) 
14 10 10 

＊ 有意上昇者数 N. D : not done 

被検患者数

＊ ＊ （）内は陽性率を示す
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し7例及びB／長崎／3/87に対して 3例が有意上昇を

示した•一方，豊岡小学校と扇田小学校の 2 施設では，

A／福岡／C29/85(H,応）に対して，それぞれ 6例

と5例に有意上昇が認められた．これらの成績から今年

度の流行経過を推測すると， B型とA香港型が2月～3

月上旬にひろがっていった後， A香港型は次第に衰退し，

B型のみがこれに流行を拡大していったのではないかと

考えられる．

C.分離株の抗原分析成績

22株の分離B型インフルエンザウイルスの抗原分析成

績は表 2 の如くであった•即ち， MDCK細胞で分離継

表2 分離株の抗原分析成績

代した21株とふ化鶏卵で分離後MDCK細胞で継代した

B／秋田／3/88株についてみてみると， No.8と9, 18 

などを除くこれらの分離株に対する抗B／長崎／1/87

血清の抗体価と抗B／秋田／3/88血清の抗体価の間に

は4~32倍のひらきが認められた。しかしNo.,23と25の

ふ化鶏卵継代株ではほぼ同じ様な抗体価を示したことか

らB／秋田／3/88株は， B／長崎／1/87株によく近似

したウイルスであると考えられた•結局，両群の差はM

DCK細胞継代株の抗原性とふ化鶉卵継代の抗原性との

間におけるズレによって起きたのではないかと考えられ

た．

No. こ 継代
(A) 

B／長崎／3/87
(B) 分離材料

(B/A)比 備考
B／長崎／1/87 B／秋I―l―l/3/88 採取月日

1 B／秋田／ 1/88 MDCK 128 

2 B／秋田／2/88 MDCK 64 

3 B／秋田／3/88 MEDgCg K 64 

4 B／秋田／4/88 MDCK 64 

5 B／秋田／5/88 MDCK 64 

6 B／秋田／6/88 MDCK 64 

7 B／秋田／7/88 MDCK 64 

8 B／秋田／8/88 MDCK 512 

9 13／秋田／9/88 MDCK 256 

10 ］i／秋田／10/88 MDCK 128 

11 li／秋田／11/88 MDCK 64 

12 B／秋田／12/88 MDCK 128 

13 B／秋田／13/88 MDCK 128 

14 B／秋田／14/88 MDCK 128 

15 B／秋田／15/88 MDCK 64 

16 B／秋田／16/88 MDCK 64 

17 B／秋田／17/88 MDCK 128 

18 B／秋田／18/88 MDCK 128 

19 B／秋田／19/88 MDCK 64 

20 13／秋田／20/88 MDCK 128 

21 ll／秋田／21/88 MDCK 64 

22 B／秋田／22/88 MDCK 128 

23 ll／長崎／ 1/87 Egg 1,024 

24 B／長崎／3/87 Egg 256 

25 B／秋田／3/88 Egg 512 

V まとめ

昭和62年度秋田県内におけるインフルエンザの流行に

ついて，ウイルス学的，血泊学的検直並びに分離ウイ

ルスの抗原分析を行ない以下の結論をえた．

1.秋田県サーベイランス情報におけるインフルエンザ
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128 
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512 

64 

128 
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63年

1,024 2.17 8 虹団かぜ

512 2.17 8 庄団かぜ

2,048 2.17 32 集団かぜ

512 2 17 8 集団かぜ

512 2.17 8 集団かぜ

512 2.18 8 定 点

512 3.2 8 定 点

512 2.29 1 定 点

512 3.4 1 庄 点

1,024 3.10 8 社： 点

256 3.10 4 疋 点

1,024 3.9 8 定 点

512 3.11 4 定 点

512 3.15 4 定 点

256 3.19 4 定 点

512 3.17 8 定 点

512 4.14 4 定 点

256 4.18 2 定 点

256 4.18 4 定 点

512 4.18 4 定 点

256 4.18 4 定 点

512 4.18 4 庄 点

1,024 1 f研分与

1,024 4 予研分与

1,024 2.17 4 予研分与

様疾患の患者数は2,760名で，昨年度2)より少ない発生

てあった．また，集団かぜは 5施設のみで，昨年度 (15

施設）より少ない発生であった．

2.今回の流行では， B型とA香港型が2月～3月上旬

に流行し，そして後にB型のみの流行であったと推定さ

れた．
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3.分離されたB型インフルエンザウイルスはB／長崎

/3/87に類似の抗原性を示したが，抗原性の異なる分

離株も若干みられた・

稿を終えるにあたり，検体採取にご協力いただいた各

保健所及び各施設の担当各位に謝意を表します．
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